
認知症に対する理解を深めるための活動

今後の展開

認知症AR/VR体験会の内容

開催実績

茨城県作業療法士会では、平成29年度に茨城県から委託された
「平成29年度認知力アッププログラム作成事業」で認知症AR/VR
を制作しました。認知症に対する理解がより深まるよう、予防に
取り組む前の導入ツールとして制作しております。当士会では、
これを利用して県内を中心に要請に応じて「認知症AR/VR体験
会」を開催しております。

2018年度は研修会やイベント等13ヶ所からご依頼をいただき、そちらに出向いて、ケ
アマネや介護職、一般の方を対象に、認知症AR/VR体験会を開催しております。
2019年度は現在までに3ヶ所開催、年度末までに6ヶ所開催を予定しております。また、

今年度開催した龍ケ崎市小学生対象認知症サポーター養成講座では体験の様子が、茨城
新聞に掲載されました。

＜2018年度開催場所＞
ひたちなか市地域包括支援センター研修会、介護老人福祉施設北勝園研修会、ケアマネジャー北関東
ブロック研修会、ひたちなか健康・絆・終活フェス2018、ひたちなか市地域密着型事業所懇親会、認
知症の人と家族の会茨城県支部本人交流会、常磐大学高等学校文化祭、神立病院オレンジのわ、でく
あす大子、介護老人保健施設はあとぴあ市民公開講座、茨城町認知症サポーター養成講座、茨城工業
高等専門学校障害理解促進講座、認知症疾患医療センター山岳荘小松崎病院研修会

＜2019年度開催場所＞
龍ケ崎市小学生対象認知症サポーター養成講座、ひたちなか健康・絆・終活フェス2019、神栖市終活
フェス、常陸大宮市北富田地区会（1月末）、認知症疾患医療センター池田病院研修会（1月末）、取
手市桜ヶ丘地区認知症予防の会（2月）、茨城リハビリテーション病院研修会（2月）、筑波学園病院
研修会（2月）、認知症疾患医療センター宮本病院研修会（2月）

認知症AR/VR体験会では、協会制作DVD「二本の傘」の上映と
セットにして、認知症に対する作業療法士の観点や関わり方をご
紹介しながら、機能障害に対する観点をもとに制作した認知症
AR/VRを体験していただいています。

他県の団体からもお問い合わせいただくことがありますので、内容・機材をアップ
グレードし、活動を更に広げていきたいと考えています。
今年度は新型コロナウィルスの影響により、イベントのキャンセルが相次いでおり
ますが、依頼があれば感染対策を万全にして開催させていただきたいと思います。
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